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『Trick or Treat』と家々を周ってお菓子をおねだりする風習、Halloween（ハロウィン）。 

ハロウィンはイギリスからアメリカへ伝わって盛んになりました。 

日本では SNS の影響でハロウィンが拡散し、若者が仮装して街を練り歩く News が話題になるく

らい大きなイベントになりましたね。 

『仮装をして家を訪ねお菓子を貰う』なんて斬新なイベント！っと思われるかもしれませんが、日

本にもハロウィンによく似たイベントがありました。そんな伝統的な『和製ハロウィン』をご紹介！ 

『亥の子（いのこ）』・・・旧暦 10 月に行われる子供たちが主役の主に西日本で行われる行事。 

手に藁苞（わらづと）や石を持った子供たちが民家を周り、歌や唱え言葉を口にしながら餅やお菓

子、駄賃を貰って歩きます。お菓子をくれた家では、手にした道具で地面をついて悪霊払いの呪（ま

じな）いをかけ、何もあげない家では『貧乏せえ』と怖い呪いをかけられてしまうとか。 

ハロウィンのいたずらよりも、貧乏の呪いをかけられる方がよっぽど怖いですね（笑） 

『節分おばけ』・・・男性は女性に。老人は子供にと、いつもとは正反対の仮装をして神社やお寺

にお参りした風習です。一見、楽しいイベントのようですが、普段と全く違う格好をする事で、節

分の鬼や悪霊たちの目をごまかすという信仰的な意味もあったと言われています。 

日本人には元々「ハロウィン」を抵抗なく受け入れる素地があったのかもしれませんね。 


